
 

 

 

 

     出欠席の連絡フォームの記入ありがとうございます。連絡がなく心配する児童が少なくなりました。      

辰年の始まり～新年もどうぞよろしくお願いいたします～ 

校長 川畑 伊豆海   

 

新しい年（令和６年 ２０２４年 辰年）となり、本日令和５年度３学期の

始業式を迎えました。新年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

年末になると「次の干支は？」という話題が多くなったり、年を越すと

「〇年は〇〇な年」とテレビ等で取り上げられることが増えたりします。子

供たちと干支の由来の話をして「十二支を決めるために動物に招集がか

けられ、到着した順に十二支が決まった」という物語をしたことがある方も

おられたのではないでしょうか。「ね・うし・とら・う・たつ・み・うま・ひつじ・

さる・とり・いぬ・い」と唱えられるように、幼い頃に覚えた記憶がよみがえります。 

 

今年の干支は「辰（たつ）」です。干支の中で辰（龍・竜）だけが架空の動物です。他の干支は実在す

る動物なのになぜ辰だけが架空の動物なのか、はっきりとした理由は分かっていないそうです。「本来干

支の各文字に動物は関係なかったのに、後から同音の動物を紐づけた」という説や「龍という文字には

鰐（ワニ）の意味もあったので、そもそも龍ではなくワニを指していた」という説があります。龍は古来より

中国で権力の象徴とされ、縁起の良い生き物とされています。干支を広く浸透させるために、縁起の良い

龍を選んだのかもしれません。 

縁起の良い辰年は、陽の気が動いて万物を振動するので、活力旺盛になって大きく成長し、形が整う

年だと言われています。日本では過去には、東京五輪・東海道新幹線開業（１９６４年）、青函トンネル・瀬

戸大橋開業（１９８８年）、二千円札発行（２０００年）、東京スカイツリー開業（２０１２年）などの国家プロ

ジェクトが始まることが多いのも辰年の特徴です。 

 

３学期は、学校にとっては、年度のまとめと同時に新年度（令和６年度）の準備の学期となります。３学

期が終わると、子供たちは次の学年へ進みます。６年生は卒業し、中学校へ進学します。「１月、いってしま

う。」「２月、にげてしまう」「３月、さってしまう」といわれるように、１年間で一番短い学期ですが、新しいス

タートに向け、今するべきことに真摯に向き合いながら、準備を進めていきます。そして、辰年にあやかり、

飛躍の年となるべく、今年一年を大きな一歩とするために、はじめの一歩と一日一日の積み重ねを大切

にしながら、「子供のために、子供とともに」取り組んでまいりたいと思います。 

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 
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学芸会 保護者鑑賞日 

２月４日（日）８時３０分～１２時１０分（予定） 

２・４・６年生 劇 １・３・５年生 音楽 

ひまわり・たんぽぽ学級 身体表現 アンサンブル演奏 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月行事予定 

１ 月 元旦 

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月 成人の日 

９ 火 始業式、席書会、特別時程（４時間）、

安全指導点検 

10 水 開校記念日・発育測定（５・６年）、

給食始、学芸会準備（５年のみ準備） 

11 木 タイピングたいむ、発育測定（３・４

年）書き初め展始、委員会 

12 金 発育測定（１・２年ひ・た学級） 

避難訓練、お話集会 

13 土  

14 日  

15 月 全校朝会、社会科見学（３年） 

16 火 雪山交流会（５年） 

17 水 書き初め展終、午前授業（５年・ひま

わり・たんぽぽは５時間授業） 

18 木 人権朝会 

19 金 児童集会 

20 土 土曜授業、道徳地区公開講座、漢字検定 

21 日  

22 月 全校朝会 

23 火  

24 水  

25 木 タイピングたいむ 

26 金 音楽朝会 

27 土  

28 日  

29 月 全校朝会 

30 火  

31 水 午前授業 

『凛』とした人の言葉づかい 

      生活指導主任 照井 由夏 

  

三根小学校の子供たちは、２０年後には社会の中

で大きな役割を果たしていることでしょう。 その時

に、丁寧な言葉づかいで相手とコミュニケーション

をとり、自信をもって仕事を進めてほしいと心から思

います。―――しかし、正しい言葉づかいは一朝一

夕には身につきません。長年の積み重ねで自然に

備わってくるスキルです。 

「これから帰りの会を始めます。  

連絡のある人はいますか。」 

「はい。 水道の蛇口が上を向いたままになっている

ことがあります。 使った人は下に向けましょう。」 

「はい。」 

 毎日教室で帰りの会に話されている言葉も、丁寧

な言葉づかいで行われています。その方が、みんな

の心にスッと入っていくように感じます。 

 

１月の生活目標 

『気持ちの良いあいさつ 

言葉づかいをしよう』 

 

昨今、子供たちが夢中になっている動画配信サー

ビスの動画の中には、あまり良い言葉づかいで話さ

れていないものもあります。―「むずい。」「きもい。」

「えぐい。」・・・子供たちは、それが本当に良い言葉

なのか、そうではないのか判断できないまま、つい

ついまねをして使いたくなるようです。 

  

 あいさつも、言葉づかいも、その先に相手がいま

す。相手に敬意を示してあいさつをすると、それだけ

で相手からいい印象になります。正しい言葉づかい

で接すると、相手に伝わりやすいだけでなく、自分も

「凛」と立っている気持ちになります。どの言葉が良

くて、どの言葉が良くないのか…。それを子供たちに

伝えるのは、身近な大人の役目でもあります。 子供

は、大人を見て育ちます。私たち教職員も引き続き

正しい言葉づかいで話せるよう、意識して取り組ん

でまいります。どうぞ、お家の方々も、子供たちが将

来、言葉づかいで損するような事がないように、日

頃から正しい言葉づかいで話しているところをお子

さんに見せていただければ幸いです。 


